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２０１９年度島根県外国人住民実態調査の集計結果（出雲市分）の 

概要について 

 

島根県内では、近年、出雲市を中心に、外国人住民数が大幅に増加しております。 

こうした状況を踏まえ、島根県は、県内市町村と共同して島根県外国人住民実態調査

を実施されました。 

この度、調査の集計結果（出雲市分：概要版）がまとまりましたので、下記のとおり報告

いたします。 

 

記 

１．調査の目的 

県内の外国人住民の実態や、日常生活における不便や懸念、行政に求めるサービス

のニーズなどを把握することにより、今後の施策や行政サービスの充実に反映させること

を目的とする。 

 
 

２．調査概要 

（１） 実施主体：島根県、県内市町村、しまね国際センター 

（２） 調査対象：県内在住の２０歳以上の外国人住民 

（３） 標 本 数 ：１，０５０人（県全体で２，０００人）  

（４） 抽出方法：平成３０年１２月末の市町村毎の外国人住民数により按分し、無作為

抽出 

（５） 調査方法：郵送法 

（６） 調査時期：令和元年５月 
 
 
３．アンケート調査の結果 

  （１） 回収数（率）：出雲市２４７人（２３.５％） 

 （２） 回答者の構成 

   ①男女 

項 目 男  女 

構 成 

男性  １１０人（４４．５％） 

女性  １３２人（５３．５％） 

無回答 ５人 （２．０％） 
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②年齢 

項 目 年  齢 

構 成 

２０～２９歳  ５８人（２３．５％） 

３０～３９歳  ８２人（３３．２％） 

４０～４９歳  ５９人（２３．９％） 

５０～５９歳  ４０人（１６．２％） 

６０歳以上  ７人 （２．８％） 

無回答  １人 （０．４％） 

 

③国籍・在留資格 

項目 国 籍 在留資格 

構成 

ブ ラ ジ ル １７２人（６９．７％） 定 住 者 ８３人（３３．６％） 

中 国 ２５人（１０．１％） 日本人の配偶者等 ５７人（２３．１％） 

フ ィ リ ピ ン １６人 （６．５％） 永 住 者 ４０人（１６．２％） 

ベ ト ナ ム １２人 （４．９％） 技 能 実 習 ２７人（１０．９％） 

その他・無回答 ２２人 （８．８％） その他・無回答 ４０人（１６．２％） 

 

 

４．主な調査結果 

 

（１） 居住について 

➀どのくらい島根県に住んでいますか。（１つに○） 

・『３年以上（計）』が１００人（４０．６％）となっている。 

 （「３年～５年」「６年～９年」「１５年以上」の合計） 

 

 

 

 

 

57

（23.0％）

86

（34.8％）

51

（20.7％）

22

（8.9％）

12

（4.9％）

15

（6.1％）
4

（1.6％）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（人）
今後の島根県での居住予定（n=247）

1か月～11か月 1年～2年 3年～5年 6年～9年 10年～14年 15年以上 無回答・不明
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②あなたはこれから、どのくらい島根県に住む予定ですか。（１つに○） 

・『すっと島根県に住む』が６９人（２７．９％）、『４年～５年』が３４人 

（１３．８％）で、比較的長く住む予定が４０％を超えている。 

・『わからない』が６３人（２５．５％）で、今後が決まっていない人が４分の１

以上となっている。   

 

 

 

 

 

③あなたのお住まいは次のどれですか。（１つに○） 

・『会社の社宅や会社契約のアパート』が１５９人（６４．４％） 

・『購入した一戸建て（マンションも含む』が２７人（１０．９％）で、自己所有

が１割を超えている。 

・全体の８割近い人がアパートに住居している。   

 

 

11

（4.5％）

53

（21.5％）

34

（13.8％）

69

（27.9％）

6

（2.4％）

63

（25.5％）

7

（2.8％）

4

（1.6％）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（人）
今後の島根県での居住予定（n=247）

1年未満 1年～3年

4年～5年 ずっと島根県に住む

島根県からは離れるが、日本にはずっと住む わからない

その他 無回答・不明

159

（64.4％）

27

（10.9％）

35

（14.2％）

6（2.5％）

8（3.2％）

9

（3.6％）

3（1.2％）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（人）

住まい（n=247）

会社の社宅や会社契約のアパート 購入した一戸建て (マンションも含む)

自分で借りている民間のアパート 借りている一戸建て

公営住宅 その他

無回答・不明
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④あなたは自治会（町内会）に加入していますか。（１つに○） 

・『加入している』と回答した者が３１人（１２．６％）と『加入していない』と

回答した人１８０人（７２．９％）を大きく下回った。 

・自治会への加入について、『わからない』と答える者が３０人（１２．１％） 

おり、地域社会の制度や仕組みへの理解がまだ十分には浸透していないためと推

察される。   

 

 

 

 

（２） 地域での日本人との付き合いについて 

 

⑤あなたの家の近くに住んでいる日本人との交流はありますか。（１つに○） 

・『あいさつをする程度』１３６人（５５．１％）や『あいさつのほかに時々話も

する』５２人（２１．０％）、『親しく交流している』１８人（７．３％）と約８

割を占め、『特に交流はない』３７人（１５．０％）を大きく上回る。   

 

 

 

 

 

 

31

（12.6％）

180

（72.9％）

30

（12.1％）

6

（2.4％）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（人）

自治会（町内会）への加入（n=247）

加入している 加入していない わからない 無回答・不明

18

（7.3％）

52

（21.0％）

136

（55.1％）

37

（15.0％）

4（1.6％）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（人）近隣の日本人との交流（n=247）

親しく交流している あいさつのほかに時々話もする あいさつをする程度

特に交流はない 無回答・不明
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⑥あなたの家の近くに住んでいる日本人とどのような交流がしたいですか。 

（１つに○） 

・『積極的に交流したい』が１６２人（６５．６％）で、日本人と交流したい人 

が多くいることが分かる。 

・『特に交流したいとは思わない』が４７人（１９．０％）   

 

 

 

 

（３） 日本語について 

 

⑦あなたは日本語がどのくらいできますか。 

 

Ａ. 日本語を聞く（１つに○） 

・『テレビのニュース、ドラマを聞き取ることができる』『相手がゆっくり話せ 

ば聞き取ることができる』『単語だけ聞き取ることができる』と多少でも日本語が

聞き取れると回答した人が約８割（８２．２％）で、『ほとんど聞き取ることがで

きない』と回答した人の１３．４％を大きく超えた。   

 

 

162

（65.6％）

47

（19.0％）

18

（7.3％）

20

（8.1％）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（人）

日本人との交流希望（n=247）

積極的に交流したい 特に交流したいとは思わない その他 無回答・不明

45

（18.2％）

71

（28.8％）

92

（37.2％）

33

（13.4％）

6（2.4％）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（人）

「聞く」能力（n=247）

テレビのニュース、ドラマを聞き取ることができる 相手がゆっくり話せば聞き取ることができる

単語だけ聞き取ることができる ほとんど聞き取ることができない

無回答・不明
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Ｂ. 日本語を話す（１つに○） 

・『自分の意見を問題なく話すことができる』『簡単な日常会話ができる』『決ま 

ったあいさつ、単語は言うことができる』と多少でも日本ができると回答した人

が約９割(８７.０％)で、『ほとんど話すことができない』と回答した人の 

１１.４％を大きく超えた。   

 

 

 

 

Ｃ. 日本語を読む（１つに○） 

・『新聞や雑誌を読むことができる』『簡単な漢字まじりの言葉を読むことがで 

きる』『ひらがなまたはカタカナは読むことができる』と簡単な日本語になってい

れば読むことができると回答した人が約７割(７０．５％)で、『ほとんど読むこと

ができない』と回答した人の２５.５％を大きく超えたが、４分の１は翻訳文書で

ないと理解ができないことが分かる。   

 

 

 

 

 

 

 

40

（16.2％）

69

（27.9％）

106

（42.9％）

28

（11.4％）

4（1.6％）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（人）
「話す」能力（n=247）

自分の意見を問題なく話すことができる 簡単な日常会話ができる

決まったあいさつ、単語は言うことができる ほとんど話すことができない

無回答・不明

15

（6.1％）

65

（26.3％）

94

（38.1％）

63

（25.5％）

10（4.0％）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（人）「読む」能力（n=247）

新聞や雑誌を読むことができる 簡単な漢字まじりの言葉を読むことができる

ひらがなまたはカタカナは読むことができる ほとんど読むことができない

無回答・不明
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Ｄ. 日本語を書く（１つに○） 

・『文章 を問題なく書くことができる』『簡単な漢字まじりの文章を書くこと 

ができる』『ひらがなまたはカタカナは書くことができる』と簡単な日本語であれ

ば書くことができると回答した人が約７割(６８．５％)で、『ほとんど書くことが

できない』と回答した人の２８.３％を大きく超えたが、４分の１は母語でないと

書くことができないことが分かる。   

 

 

 

 

（４） 生活について 

 

⑧ あなたが今、困っていることはなんですか。（特にあてはまるもの２つに〇） 

・『特にない』が９３人（３７．７％） 

・『病気やけがをしたときのこと』が６０人（２４．３％） 

「会社や仕事のこと」「子どものこと」が続く   

 

 

 

 

16

（6.5％）

38

（15.4％）

115

（46.6％）

70

（28.3％）
8（3.2％）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（人）
「書く」能力（n=247）

文章を問題なく書くことができる 簡単な漢字まじりの文章を書くことができる
ひらがなまたはカタカナは書くことができる ほとんど書くことができない
無回答・不明

13（5.3％）

35（14.2％）

93（37.7％）16（6.5％）

7（2.8％）

33（13.4％）

26（10.5％）

43（17.4％）

60（24.3％）

0 20 40 60 80 100

無回答・不明

その他

特にない

住居のこと

日本の習慣や生活になじめない

子どものこと (学校や進学、出産・育児など) や、家族のこと

失業、または収入が少ない

会社や仕事のこと

病気やけがをしたときのこと

（人）
今困っていること（n=247）
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⑨ 日常生活の中で、外国人であることを理由に、差別や人権侵害を受けたと感 

じたことがありますか。（１つに〇） 

・『ある』が９１人（３６．８％） 

・『ない』が１４８人（５９．９％）   

 

 

 

 

 

Ａ．⑨で 「ある」 の方にお聞きします。 

  それはどのような場面で感じましたか。（あてはまるもの全てに○） 

・『会社の人の言葉や態度』が５３人（５８．２％） 

・『通りすがりの知らない人の言葉や態度』が４１人（４５．１％） 

「近所の人の言葉や態度」「福祉、年金、税金などの行政のしくみ自体」が続く   

 

 
 

 

 

 

 

 

91

（36.8％）

148

（59.9％）

8

（3.2％）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（人）
差別や人権侵害の有無（n=247）

ある ない 無回答・不明

1（1.1％）

16（17.6％）

3（3.3％)

3（3.3％）

7（7.7％)

8（8.8％）

13（14.3％）

41（45.1％）

53（58.2％）

0 20 40 60

無回答・不明

その他

家族や親戚の言葉や態度

テレビや新聞などの報道

公の機関 (役所の窓口、ハローワークなど) の職員の対応や言葉

福祉、年金、税金などの行政のしくみ自体

近所の人の言葉や態度

通りすがりの知らない人の言葉や態度

会社の人の言葉や態度

（人）差別や人権侵害を感じた場面（n=91）
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⑩ よく利用するメディアや情報は何ですか。（あてはまるもの全てに〇） 

・行政サービスを利用するための情報源は、『ＳＮＳ(Facebook、Twitter など)』 

最も多く１６３人（６６．０％） 

・『会社からの情報』が１２５人（５０．６％） 

・「日本人以外の友人からの情報」「母国語のテレビ、ラジオ、新聞」が続いて 

おり、母語で情報を得ている人が多いことが分かる。   

 

 

 

 

⑪ 今どのような情報が必要ですか。（特にあてはまるもの３つに〇） 

・『医療、病院、福祉』が９１人（３６．８％） 

・『就職、仕事』が７５人（３０．４％） 

「防災」「日本語教室」「地域のイベント」が続く   

 

 
 

 

7（2.8％）
4（1.6％）

5（2.0％）

10（4.0％）

18（7.3％）
29（11.7％）

94（38.1％）

87（35.2％）

71（28.7％）
125（50.6％）

163（66.0％）

0 50 100 150 200

無回答・不明

その他

NPOなどの団体からの情報

日本語教室からの情報

県や市町村の広報誌やウェブサイトなど

日本人の友人からの情報

日本人以外の友人からの情報

母国語のテレビ、ラジオ、雑誌など

日本のテレビ、ラジオ、新聞

会社からの情報

SNS (Facebook、Twitterなど)

（人）
よく利用するメディア（n=247）

21（8.5％）

12（4.9％）

29（11.7％）

29（11.7％）

31（12.6％）

31（12.6％）
41（16.6％）

60（24.3％）

56（22.7％）

67（27.1％）

71（28.7％）

75（30.4％）

91（36.8％）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

無回答・不明

その他

住宅

ボランティア団体の紹介

学校、育児

交通機関、交通手段

行政サービス

地域のイベント

ゴミ出しなどの生活ルール、生活習慣

日本語教室

防災

就職、仕事

医療、病院、福祉

（人）【問31】必要な情報（n=247）
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Ａ. どのような方法（場所）だと情報を得やすいですか。（特にあてはまるもの

３つに〇） 

・『ＳＮＳ(Facebook、Twitter など)』最も多く１６０人（６４．８％） 

・『学校や勤務先』が１３４人（５４．３％） 

「テレビ、ラジオ、新聞」「県や市町村のウェブサイトや広報誌」が続く   

 

 

 

 

⑫ これからどのような行政サービスを望みますか。（あてはまるもの３つに〇） 

・『日本文化、生活習慣、日本語などを学ぶ機会の充実』が１１５人（４６．６％） 

・『行政の窓口における通訳の充実』が１０９人（４４．１％） 

・『行政情報の多言語化の充実』が１００人（４０．５％） 

「日本人との交流窓口の充実」「外国人の子どもに対する教育支援の充実」が続く   

 

 

11（4.5％）

12（4.9％）
5（2.0％）

9（3.6％）

10（4.0％）
8（3.2％）
8（3.2％）

25（10.1％）
30（12.1％）

40（16.2％）

38（15.4％）
69（27.9％）

134（54.3％）
160（64.8％）

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

無回答・不明
その他

ボランティア団体を通じて
出入国在留管理局

公の施設 (図書館、公民館など)
日本語教室

(公財) しまね国際センター
メールマガジン

県や市町村の窓口
ポスター、リーフレット、チラシ

県や市町村のウェブサイトや広報誌
テレビ、ラジオ、新聞

学校や勤務先
SNS (Facebook、Twitterなど)

（人）情報を得やすい方法や場所（n=247）

11（4.5％）

12（4.9％）

33（13.4％）

45（18.2％）

41（16.6％）

60（24.3％）

55（22.3％）

67（27.1％）

109（44.1％）

100（40.5％）

115（46.6％）

0 50 100 150

無回答・不明

その他

生活相談窓口の充実

仕事の相談窓口の充実

外国人が各国の文化や伝統芸能などを紹介する機会の充実

外国人の子どもに対する教育支援の充実

防災対策などの多言語化の充実

日本人との交流窓口の充実

行政の窓口における通訳の充実

行政情報の多言語化の充実

日本文化、生活習慣、日本語などを学ぶ機会の充実

（人）これから望む行政サービス（n=247）


